
地域提案型

平成23年度 採択内定案件

I．提案事業の概要

1．国名 中華⼈⺠共和国

2．事業名 遼寧省との⾃動⾞排出ガス対策協⼒事業

3．事業の背景と必要性 現在、中国では⾃動⾞台数が急増しており、⾃動⾞排出ガスによる⼤気汚染が深刻化している。遼寧省においても⾃動⾞台数は⼤幅に増加してお
り、特に省都の瀋陽市では慢性的な渋滞などによる⾃動⾞排出ガス汚染が問題になっており、早急な対応が迫られている。

4．プロジェクト⽬標 遼寧省による⾃動⾞排出ガスの実態把握に必要な能⼒の向上を図り、⾃動⾞排出ガス対策を推進する指導的な役割を担い、省内の⼤気環境の改善
に取り組む⼈材育成を⽬標とする。

5．対象地域 遼寧省

6．受益者層（⼈数規模） 遼寧省内の⼤気環境担当者による技術習得者数42名、指導的役割を担う⼈材9名、総括報告会の参加者100名

7．活動及び期待されるアウトプット <アウトプット>
1. 窒素酸化物の簡易測定法に係る分析技術の習得
2. ⾃動⾞排出ガス調査、対策企画⽴案、実⾏、解析などの⼈材育成
3. 遼寧省の⾏政、研究機関、教育機関の担当者および地域住⺠などによる⾃動⾞排出ガスの影響改善に向けた取組みの推進

<活動>
1-1 窒素酸化物の簡易測定法の分析技術に関する指導
2-1 ⾃動⾞排出ガス観測局の適正配置の検討に係る研修会の開催
3-1 エコドライブに関する取組みなどの講演会の開催

8．実施期間 2012年4⽉から2015年3⽉

9．事業費概算額 17,868千円

10．事業の実施体制 ⽇本側
富⼭県環境科学センター、（財）環⽇本海環境協⼒センター

現地側
遼寧省⾃動⾞汚染防⽌センター、瀋陽市環境監測センター、瀋陽市⾃動⾞排出ガス監測防⽌センター

II．応募団体の概要

1．団体名（提案⾃治体） 富⼭県

2．対象国との関係、協⼒実績 富⼭県と遼寧省は友好県省を締結している。富⼭県と遼寧省は、遼河流域や遼東湾の⽔質や⻩砂に関する共同調査研究を実施し、環境改善に貢献
した。現地調査、研修員の受⼊、技術者の派遣などの協⼒実績があり、両者は良好な関係を築いている。


